
愛宕山用地における運動施設等の整備について

愛宕山地域開発事業は､平成20年度に中止となったところです｡

そうした中､本年度､国が当該用地の買取のための所要の予算を

計上し､去る9月には､買取後の施設配置案について､本市及び本

市議会に対して防衛副大臣から､また､地元住民に対しては中国四

国防衛局長から説明があり､国から案への理解を求められたため､

市とレては市議会･地元住民等の意見､要望等を踏まえつつ､施設
配置案に閑する検討を行ってきたところです｡

愛宕山用地における施設配置案については､本市が米軍基地所在

自治体として､これまで国の安全保障政策を尊重して基地の安定的

な運用に協力してきたこと､また､国家プロジェクトに協力して愛

宕山地域開発事業が行われてきた経緯､現在の地元の要望等を勘案

の上､運動施設等の整備に当たっては､次のような仕様とすること
を強く要請いたします｡

● 野球場の規模等は､高校野球の公式競技が行える球場と

して整備すること｡

● 400血トラック･フイ⊥ルドとサッカー場を併せた陸上競
技場を整備すること｡

● バスケットボールコート及びバレーボールコートは､一

定数を屋内施設として整備すること｡

● コミュニテイセンターは､日米交流が十分可能な多様な
機能を整備すること｡
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